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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信された無線リンクプロトコル（ＲＬＰ）のパケットの中のＲＬＰのシーケンス番号
と受信されたＲＬＰのパケットによって表されるリアルタイムプロトコル（ＲＴＰ）のパ
ケットのＲＴＰのシーケンス番号との間で関係を決定するステップと、
　前記決定された関係、及び前記圧縮されたＲＴＰのパケットを形成する前記受信された
ＲＬＰのパケット若しくはパケット群の前記ＲＬＰのシーケンス番号の少なくとも１つに
基づいて、ＲＴＰのシーケンス番号を含んでいない圧縮されたＲＴＰのパケットと関連付
けられるＲＴＰのシーケンス番号を決定するステップと
　を備える方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法において、
　前記関係を決定するステップが、ＲＬＰのシーケンス番号を、受信された圧縮されてい
ないＲＴＰのパケットのＲＴＰのシーケンス番号にマッピングするステップ、及びＲＬＰ
のシーケンス番号を圧縮されたＲＴＰのパケットの前記決定されたＲＴＰのシーケンス番
号にマッピングするステップを含み、
　前記ＲＴＰのシーケンス番号を決定するステップが、前記ＲＬＰからＲＴＰへのマップ
、及び前記圧縮されたＲＴＰのパケットを形成する前記受信されたＲＬＰのパケット若し
くはパケット群の少なくとも１つのＲＬＰのシーケンス番号に基づいて、前記ＲＴＰのシ
ーケンス番号を決定する方法。
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【請求項３】
　請求項１記載の方法において、
　前記関係を決定するステップが、ＲＬＰのシーケンス番号とＲＴＰのシーケンス番号と
の間のオフセットを決定するステップを含み、
　前記ＲＴＰのシーケンス番号を決定するステップが、前記圧縮されたＲＴＰのパケット
を形成している前記受信されたＲＬＰのパケット群の前記少なくとも１つのＲＬＰのシー
ケンス番号に前記オフセットを付加することによって、前記ＲＴＰのシーケンス番号を決
定する方法。
【請求項４】
　請求項１記載の方法において、前記関係を決定するステップが、前記受信されたＲＬＰ
のパケットの中の前記ＲＬＰのシーケンス番号と、前記受信されたＲＬＰのパケットによ
って表される受信された圧縮されていないＲＴＰのパケットのＲＴＰのシーケンス番号と
の間で前記関係を決定する方法。
【請求項５】
　請求項１記載の方法であって、
　前記圧縮されたＲＴＰのパケットを形成する前記受信されたＲＬＰのパケット若しくは
パケット群の少なくとも１つのプロトコルのタイムスタンプ、前に受信されたＲＬＰのパ
ケットのプロトコルのタイムスタンプ、及び前に受信されたＲＴＰのパケットのＲＴＰの
タイムスタンプに基づいて、前記圧縮されたＲＴＰのパケットと関連するＲＴＰのタイム
スタンプを決定するステップをさらに備え、
　前記プロトコルのタイムスタンプが、ネットワーク要素のインターフェースプロトコル
によって付加されるタイムスタンプであり、
　前記圧縮されたＲＴＰのパケットがＲＴＰのタイムスタンプを含んでいない方法。
【請求項６】
　請求項１記載の方法であって、
　ＲＴＰのシーケンス番号と関連するＲＴＰのタイムスタンプとの間で関係を決定するス
テップと、
　前記決定されたＲＴＰのシーケンス番号及び前記決定された関係に基づいて、ＲＴＰの
タイムスタンプを含んでいない前記圧縮されたＲＴＰのパケットと関連付けられるＲＴＰ
のタイムスタンプを推測するステップと
　をさらに備える方法。
【請求項７】
　受信された無線リンクプロトコル（ＲＬＰ）のパケットと関連する、ネットワーク要素
のインターフェースプロトコルによって付加されるタイムスタンプであるプロトコルのタ
イムスタンプと、前記受信されたＲＬＰのパケットによって表されるリアルタイムプロト
コル（ＲＴＰ）のパケットの中のＲＴＰのタイムスタンプとの間で関係を決定するステッ
プと、
　前記決定された関係、及び前記圧縮されたＲＴＰのパケットを形成する前記受信された
ＲＬＰのパケット若しくはパケット群の前記プロトコルのタイムスタンプの少なくとも１
つに基づいて、ＲＴＰのタイムスタンプを含んでいない圧縮されたＲＴＰのパケットと関
連付けられるＲＴＰのタイムスタンプを決定するステップと
　を備える方法。
【請求項８】
　圧縮されたリアルタイムプロトコル（ＲＴＰ）のパケットを形成する受信された無線リ
ンクプロトコル（ＲＬＰ）のパケット若しくはパケット群の少なくとも１つのプロトコル
のタイムスタンプ、前に受信されたＲＬＰのパケットのプロトコルのタイムスタンプ、及
び前に受信されたＲＴＰのパケットのＲＴＰのタイムスタンプに基づいて、圧縮されたＲ
ＴＰのパケットと関連付けられるＲＴＰのタイムスタンプを決定するステップを備え、
　前記プロトコルのタイムスタンプが、ネットワーク要素のインターフェースプロトコル
によって付加されるタイムスタンプであり、
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　前記圧縮されたＲＴＰのパケットがＲＴＰのタイムスタンプを含んでいない方法。
【請求項９】
　受信された無線リンクプロトコル（ＲＬＰ）のパケットに関する伝送タイミング情報、
及び前記受信されるＲＬＰのパケットを受信する基地局におけるローカルタイミング情報
のうちの少なくとも１つに基づいてタイムスタンプを導出するステップと、
　前記受信されたＲＬＰのパケットと関連付けられる前記導出されたタイムスタンプと、
前記受信されたＲＬＰのパケットから復元されたリアルタイムプロトコル（ＲＴＰ）のパ
ケットの中のＲＴＰのタイムスタンプとの間で関係を決定するステップと、
　前記決定された関係、及び前記圧縮されたＲＴＰのパケットを形成する前記受信された
ＲＬＰのパケット若しくはパケット群の前記導出されたタイムスタンプのうちの少なくと
も１つに基づいて、前記圧縮されたＲＴＰのパケットと関連付けられるＲＴＰのタイムス
タンプ、及び前記圧縮されたＲＴＰのパケットがＲＴＰのタイムスタンプを含んでいない
方法を決定するステップと
　を備える方法。
【請求項１０】
　受信された無線リンクプロトコル（ＲＬＰ）のパケットに関する伝送タイミング情報、
及び前記受信されるＲＬＰのパケットを受信する基地局におけるローカルタイミング情報
のうちの少なくとも１つに基づいてタイムスタンプを導出するステップと、
　圧縮されたリアルタイムプロトコル（ＲＴＰ）のパケットを形成する前記受信されたＲ
ＬＰのパケット若しくはパケット群の少なくとも１つの導出されたタイムスタンプ、前に
受信されたＲＬＰのパケットの前記導出されたタイムスタンプ、及び前に受信されたＲＴ
ＰのパケットのＲＴＰのタイムスタンプに基づいて、前記圧縮されたＲＴＰのパケットと
関連付けられるＲＴＰのタイムスタンプ、及び前記圧縮されたＲＴＰのパケットがＲＴＰ
のタイムスタンプを含んでいない方法を決定するステップと
　を備える方法。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　インターネットプロトコル（ＩＰ）は、有線ネットワークと無線ネットワークの両方に
おいて主要な転送プロトコルとなり、電気通信ネットワーク及びデータネットワークの集
中をもたらした。多くのサービス及びアプリケーション（例えばＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ　
ｏｖｅｒ　ＩＰ）、双方向ゲーム、インスタントメッセージングなど）では、ＩＰパケッ
トのペイロードはヘッダとほぼ同じサイズか又はそれよりもさらに小さい。パケットデー
タネットワークにおいて効率的な転送を行うために、ＩＰネットワークのプロトコルに加
えて他のプロトコル（例えばリアルタイムプロトコル（ＲＴＰ）、ユーザデータグラムプ
ロトコル（ＵＤＰ）など）が、元の情報ビットに付加される。
【０００２】
　幸いにも、常にパケットごとに膨大なＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのヘッダを送信する必要は
ない。代わりにロバストヘッダ圧縮（ＲｏＨＣ）などのヘッダ圧縮アルゴリズムを使用す
ることができる。ヘッダ圧縮の背後にある基本的な考え方は、ＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのヘ
ッダの中のフィールドの大部分は静的であり、したがってこれらは送信側のコンプレッサ
から受信側のデコンプレッサに、第１の通信（例えば無線システムにおいて最初に伝送さ
れるパケット）中に圧縮されないまま一度送信されることが可能であるというものである
。デコンプレッサが静的な情報を確実に取得すると、コンプレッサはヘッダの動的部分に
関する情報を伝える圧縮されたヘッダの送信を開始する。デコンプレッサは、圧縮された
ヘッダからＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのヘッダを完全に再構成し、このパケットを次に渡すこ
とができる。このようにして、パケットごとに大きなヘッダは送信されず、結果として容
量の著しい節約になる。
【０００３】
　しかしながら、現在のヘッダ圧縮方法にはいくつかの欠点がある。説明を簡単にするた
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めに、従来の無線通信システムにおいて実施されるヘッダ圧縮に関して、このような欠点
を説明する。
【０００４】
　図１は、よく知られている無線通信ネットワークの一般的なアーキテクチャを示してい
る。図のように、アクセス端末（ＡＴ）１０が、無線インターフェースによって基地局（
ＢＴＳ）１２と通信する。ＡＴの例には、移動局、移動体、無線電話、無線装備されたＰ
ＤＡ又はコンピュータなどがある。複数の基地局１２が、無線ネットワーク制御装置（Ｒ
ＮＣ）１４と通信し、ＲＮＣは各無線データのセッションに対してシグナリング及びトラ
フィック処理を提供する。図１は、ＡＴ１０、ＢＴＳ１２、ＲＮＣ１４を示しており、こ
うした構成要素間のインターフェースは、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）として知
られるものを形成している。ＲＡＮはコアネットワークと通信し、例えばインターネット
にアクセスする。図１の例ではコアネットワークは、ＲＮＣ１４と例えばインターネット
（図示せず）との間に接続された１つ又は複数のパケットデータサービスノード（ＰＤＳ
Ｎ）１６を含んでいる。
【０００５】
　一例ではヘッダの圧縮は、ＡＴ１０とＰＤＳＮ１６との間、ＡＴ１０とＲＮＣ１４との
間などで行うことができる。ＡＴ１０が、例えばＶｏＩＰ呼のようなネットワークと通信
を確立すると、アプリケーション層のパケットは、ＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのプロトコルス
タックによって運ばれることになる。ＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのヘッダは、例えば上述のＲ
ｏＨＣアルゴリズムを使用して、ＡＴ１０のコンプレッサによって圧縮される。圧縮され
たパケットは、ＢＴＳ１２からＲＮＣ１４へ、さらにＲＮＣ１４からＰＤＳＮ１６へアッ
プリンクに送信される。ＲＮＣ１４又はＰＤＳＮ１６のデコンプレッサは、ＲｏＨＣヘッ
ダを復元してＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのヘッダを再構築する。同様にダウンリンク方向では
、ＰＤＳＮ１６及びＲＮＣ１４がパケットを受信し、ＰＤＳＮ１６又はＲＮＣ１４のコン
プレッサが、ＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのヘッダを圧縮してＲｏＨＣすなわち圧縮されたヘッ
ダを生成する。圧縮されたヘッダを有するパケットが、ＢＴＳ１２に送信され、さらにＡ
Ｔ１０に送信される。ＡＴ１０のデコンプレッサがＲｏＨＣヘッダを復元して元のＲＴＰ
／ＵＤＰ／ＩＰのヘッダを取得し、このパケットをアプリケーション層に渡す。
【０００６】
　図２は、無線通信ネットワークの別のアーキテクチャ、いわゆるフラットＩＰネットワ
ークアーキテクチャを示している。図のようにＡＴ１０は、無線インターフェースによっ
て基地局（ＢＳ）２０と通信する。このＢＳ２０は、複数の移動体ネットワーク要素を単
一のエンティティに集中し、シグナリング及びベアラを結合して１つのＩＰ接続にする。
このフラットＩＰアーキテクチャではＢＳ２０が、無線アクセス技術に基づく機能をすべ
て含んでいる。言い換えれば図１のＢＴＳ、ＲＮＣ、及びＰＤＳＮの中の機能が、ＢＳに
集中されている。ＢＳ２０は、ネットワークの中でルータのように機能し、他のＢＳ及び
ネットワーク要素と通信する。図１と比較すると、別個のＲＮＣ要素及びＰＤＳＮ要素は
もはやない。ＢＳはまた、アクセスゲートウェイ２２と通信することができ、アクセスゲ
ートウェイはインターネットのような他のネットワークとの外部接続を行う。
【０００７】
　図２のアーキテクチャでは、ＡＴ１０とＢＳ２０との間、又はＡＴ１０とアクセスゲー
トウェイ２２との間でヘッダの圧縮を行うことができる。ＡＴ１０が例えばＶｏＩＰ呼な
どのネットワークと通信を確立すると、アプリケーション層のパケットは、ＲＴＰ／ＵＤ
Ｐ／ＩＰのプロトコルスタックによって運ばれることになる。ＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのヘ
ッダは、例えば上述のＲｏＨＣアルゴリズムを使用して、ＡＴ１０のコンプレッサによっ
て圧縮される。圧縮されたパケットは、ＡＴ１０からＢＳ２０へ、又はＡＴ１０からＢＳ
２０へさらにＢＳ２０からアクセスゲートウェイ２２へ、アップリンクで送信されること
になる。ＢＳ２０又はアクセスゲートウェイ２２のデコンプレッサは、ＲｏＨＣヘッダを
復元してＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのヘッダを再構築する。同様にダウンリンク方向では、ア
クセスゲートウェイ２２及びＢＳ２０がパケットを受信し、アクセスゲートウェイ２２又
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はＢＳ２２のコンプレッサが、ＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのヘッダを圧縮してＲｏＨＣすなわ
ち圧縮されたヘッダを生成する。圧縮されたヘッダを有するパケットは、ＡＴ１０へ送信
される。ＡＴ１０のデコンプレッサがＲｏＨＣヘッダを復元して元のＲＴＰ／ＵＤＰ／Ｉ
Ｐのヘッダを取得し、このパケットをアプリケーション層に渡す。
【０００８】
　ロバストヘッダ圧縮（ＲｏＨＣ）アルゴリズムは、そのプロトコルのヘッダの中の動的
フィールドの圧縮に、ウィンドウベースの最下位ビット符号化アルゴリズム（ｗｉｎｄｏ
ｗ－ｂａｓｅｄ　ｌｅａｓｔ　ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔ　ｂｉｔｓ　ｅｎｃｏｄｉｎｇ　
ａｌｇｏｒｉｔｈｍ）などの、いくつかの符号化方式を使用する。ＲｏＨＣ圧縮アルゴリ
ズムはまた、フィードバック機構を組み込んでいる。ＲｏＨＣ圧縮アルゴリズムは、高い
エラー率及び／又は長いラウンドトリップ時間を有する無線リンクにおいて非常に有効で
ある。ＲｏＨＣ圧縮アルゴリズムはその効率性及びロバスト性のために、無線リソースに
費用がかかる無線ネットワークにおいて好適である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、ＲｏＨＣ圧縮を用いても、ヘッダの中の非静的すなわち動的なフィール
ドは送信されなければならない。ＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのヘッダの中で最も動的に変化す
るフィールドは、ＲＴＰのシーケンス番号及びＲＴＰのタイムスタンプである。各ＲＴＰ
のヘッダは、ＲＴＰのパケットを正確に順序付けできるようにＲＴＰのシーケンス番号を
含んでいる。したがって、各ＲＴＰのパケットのヘッダは、それぞれ異なる、一般に徐々
に増えていくシーケンス番号を有する。ＲＴＰのタイムスタンプは、ＲＴＰのパケットの
中の第１のバイトのサンプリング時間を示している。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、無線リンクによるヘッダの圧縮／復元を改良することに関する。詳細には本
発明は、ＲＴＰのヘッダの動的フィールドの少なくとも１つを抑制する方法を提供する。
【００１１】
　一実施形態では、受信された無線リンクプロトコル（ＲＬＰ）のパケットの中のＲＬＰ
のシーケンス番号と受信されたＲＬＰのパケットによって表されるリアルタイムプロトコ
ル（ＲＴＰ）のパケットのＲＴＰのシーケンス番号との間で関係を決定する。圧縮された
ＲＴＰのパケットと関連付けられるＲＴＰのシーケンス番号は、この決定された関係、及
び圧縮されたＲＴＰのパケットを形成する受信されたＲＬＰのパケット若しくはパケット
群のＲＬＰのシーケンス番号の少なくとも１つに基づいて決定される。この圧縮されたＲ
ＴＰのパケットは、ＲＴＰのシーケンス番号を含んでいない。
【００１２】
　別の実施形態では、受信された無線リンクプロトコル（ＲＬＰ）のパケットと関連する
プロトコルのタイムスタンプと、受信されたＲＬＰのパケットによって表されるリアルタ
イムプロトコル（ＲＴＰ）のパケットの中のＲＴＰのタイムスタンプとの間で関係を決定
する。プロトコルのタイムスタンプは、ネットワーク要素のインターフェースプロトコル
（例えばＢＴＳ／ＲＮＣのインターフェースプロトコル）によって付加されるタイムスタ
ンプである。圧縮されたＲＴＰのパケットと関連付けられるＲＴＰのタイムスタンプは、
この決定された関係、及び圧縮されたＲＴＰのパケットを形成する受信されたＲＬＰのパ
ケット若しくはパケット群のプロトコルのタイムスタンプの少なくとも１つに基づいて決
定される。この圧縮されたＲＴＰのパケットは、ＲＴＰのタイムスタンプを含んでいない
。
【００１３】
　さらに別の実施形態では、圧縮されたリアルタイムプロトコル（ＲＴＰ）のパケットと
関連付けられるＲＴＰのタイムスタンプは、圧縮されたＲＴＰのパケットを形成する受信
された無線リンクプロトコル（ＲＬＰ）のパケット若しくはパケット群の少なくとも１つ
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のプロトコルのタイムスタンプ、前に受信されたＲＬＰのパケットのプロトコルのタイム
スタンプ、及び前に受信されたＲＴＰのパケットのＲＴＰのタイムスタンプに基づいて決
定される。プロトコルのタイムスタンプは、ネットワーク要素のインターフェースプロト
コルによって付加されるタイムスタンプである。この圧縮されたＲＴＰのパケットは、Ｒ
ＴＰのタイムスタンプを含んでいない。
【００１４】
　またさらなる実施形態は、圧縮されたＲＴＰのパケットの中でＲＴＰのシーケンス番号
及びＲＴＰのタイムスタンプのうちの少なくとも１つを抑制することを含む。
【００１５】
　さらに他の実施形態では、ネットワーク要素間（例えばＢＴＳとＲＮＣ間）のインター
フェースが（例えばＢＳのアーキテクチャにおいて）簡略化され、集中されるとき、上記
の実施形態の中のプロトコルのタイムスタンプを使用する代わりに、伝送パケット情報及
びローカルのタイミング情報のうちの少なくとも１つから導出されるタイムスタンプを使
用することができる。
【００１６】
　以下に提供する詳細な説明、及び単に実例として示す添付の図面から、本発明はさらに
十分に理解されるようになるであろう。図面では、同じ参照符号が様々な図面の中で対応
する部分を表している。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】よく知られている無線通信ネットワークを示す図である。
【図２】いわゆるフラットＩＰ無線通信ネットワークを示す図である。
【図３】本発明の一実施形態による、上りリンクの通信のための無線通信システムの一部
のアーキテクチャを示す図である。
【図４】本発明の一実施形態による、下りリンクの通信のための無線通信システムの一部
のアーキテクチャを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　上述の図１を参照すると、無線ネットワークのリンク層によるデータパケットの伝送は
、ＲＡＮにおけるパケットの引渡し及び処理を保証するための情報を含んでいる。例えば
、送信側における無線リンクプロトコル（ＲＬＰ）のレイヤは、ＲｏＨＣパケットをカプ
セル化し、パケットの引渡しのためにＲＬＰヘッダの中にシーケンス番号（ＳＮ）を与え
る。シーケンス番号は、ＲＬＰのパケットの送信ごとに増え、したがって受信側で順序が
乱れて受信されたパケットを正しく順序付けるためのメカニズムを提供する。このメカニ
ズムを使用して、欠落したデータパケットを認識することも可能である。
【００１９】
　さらに、ＢＴＳ１２とＲＮＣ１４との間のバックホール上のインターフェースが、ＲＬ
Ｐのパケットをカプセル化するための別のプロトコル（以下「ＢＴＳ／ＲＮＣインターフ
ェースプロトコル」）を加える。より具体的には、ＢＴＳ／ＲＮＣインターフェースプロ
トコルは、ＢＴＳとＲＮＣとの間でＲＬＰのパケットが送信されるときに関するタイミン
グ情報（例えばタイプスタンプ）を維持管理する。上りリンクでは、このタイミング情報
は、ＲＬＰのパケットがＡＴから送信されてＢＴＳによりＲＮＣに渡される伝送時間を表
す。下りリンクでは、ＢＴＳ／ＲＮＣインターフェースプロトコルの中にタイムスタンプ
フィールドがあり、ＲＬＰのパケットがＲＮＣで生成された時間を表している。ＢＴＳが
パケットを受信すると、ＢＴＳはその伝送スケジューリングの決定の際にこのタイミング
情報を利用することができる。
【００２０】
　前述の図２を参照すると、ネットワーク要素ＢＴＳ及びＲＮＣが単一の要素ＢＳに集中
されるフラットＩＰアーキテクチャでは、機能エンティティＢＴＳとＲＮＣとの間のイン
ターフェースプロトコルを簡略化することができる。プロトコルのタイムスタンプは、パ
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ケットの伝送時間及びＢＳにおけるローカル時間から導出されるタイムスタンプに置き換
えることができる。つまり、プロトコルのタイムスタンプは、インターフェースプロトコ
ルのフィールドの中の値の１つであり、ＢＳがＲＯＨＣパケットを生成し、且つＡＴから
パケットを受信もするため、ＢＳはこの情報を完全に理解している。下りリンクでは、Ｂ
ＳはＲＯＨＣパケットが生成されるタイムインスタンスに基づいてタイムスタンプを取得
する。上りリンクでは、ＢＳはＡＴからパケットを受信し、伝送フォーマット及びＭＡＣ
ヘッダ情報に基づいて、パケットがＡＴから送信されるときを正確に知る。プロトコルの
タイムスタンプの使用に関する次の説明は、図２のフラットＩＰアーキテクチャにおいて
も導出されるタイムスタンプに同様に適用可能である。
【００２１】
　各ＲＬＰのパケットが１つ又は複数のＲｏＨＣパケットを含むとき、ＲＬＰのシーケン
ス番号（ＳＮ）とＲｏＨＣヘッダの中の圧縮されたＲＴＰのＳＮとの間に一意マッピング
があることがわかった。さらに、ＲＬＰのパケットがＲｏＨＣパケットの一部を含むとき
、ＲＬＰのヘッダの中の「最初のデータ」及び「最後のデータ」のフィールドを使用して
完全な上位レイヤのパケットを再構築することができる。言い換えれば、ＲＬＰのヘッダ
の中の「最初のデータ」のフィールドが１に設定されている場合、このＲＬＰのパケット
は上位レイヤのパケットの最初の部分を含んでいることを意味する。「最後のデータ」の
フィールドが１に設定されている場合、このＲＬＰのパケットは上位レイヤのパケットの
最後の部分を含んでいることを意味する。「最初のデータ」と「最後のデータ」の両方の
フィールドが１に設定されている場合、このＲＬＰのパケットは完全な上位レイヤのパケ
ットを含んでいることを意味する。こうした様々な場合において、ＲＬＰのＳＮとＲＴＰ
のＳＮとの間には一意マッピングが存在する。したがって、ＲＬＰのＳＮを使用してＲＴ
ＰのパケットのＲＴＰのＳＮを回復することができ、ヘッダの中でＲＴＰのＳＮを抑制す
る（すなわち送信しない）ことが可能であるとわかった。
【００２２】
　さらに、ＢＴＳ／ＲＮＣインターフェースプロトコルのタイムスタンプは伝送タイミン
グ情報を表すので、ＢＴＳ／ＲＮＣインターフェースプロトコルのタイムスタンプはＲＴ
Ｐのタイムスタンプと一意の関係を有することがわかった。本発明の諸実施形態によりこ
の関係を使用して、ヘッダからＲＴＰのタイムスタンプを抑制することができる。この関
係は特に、ＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのパケットがＡＴ１０においてアプリケーション層によ
り生成され、ＲｏＨＣを用いて圧縮され、順次送出される上りリンクすなわちアップリン
クに関する。図２のアーキテクチャでは、導出されるタイムスタンプが、ＲＴＰのタイム
スタンプと一意の関係を有する。
【００２３】
　受信されたＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのパケットが順序通りである場合、ＲＴＰのタイムス
タンプは独特なパターンを有し、ＢＴＳ／ＲＮＣインターフェースプロトコルのヘッダの
中のタイムスタンプは、ＲＴＰのタイムスタンプと相互に関係がある。例えばＶｏＩＰパ
ケットのＲＴＰのタイムスタンプは、一定の間隔（通常２０ｍｓすなわち１６０サンプル
）で増える。各ＶｏＩＰパケットの到着時間があまり変化しない場合、ＢＴＳ／ＲＮＣイ
ンターフェースプロトコルにおけるタイムスタンプもまた、ほぼ同じ間隔で増える。一般
にＲＮＣに到着するＶｏＩＰパケットは、ネットワークを通過している。各パケットは、
ＲＮＣに到着するとき遅延及び遅延ジッタを経験することになる。一方、各ＶｏＩＰパケ
ットの中のＲＴＰのタイムスタンプは、発信元（すなわち音声コーデック）で生成された
サンプリング時間を表す。各ＶｏＩＰパケットが同じ遅延を経験せず、ゆえにＶｏＩＰパ
ケット間に遅延ジッタがない場合、ＲＮＣでのパケットの到着時間には、元のＲＴＰのパ
ケットと同じ独特なパターンがない。したがって、本発明の諸実施形態による推定法を使
用して、ＲＴＰのタイムスタンプとＢＴＳ／ＲＮＣインターフェースプロトコルにおける
タイムスタンプとの間のマッピングを見つけることができる。
【００２４】
　ＴＳＲＴＰ１（サンプル数からｍｓに換算）をＲＴＰのパケットのタイムスタンプとし
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、ＴＳＩｎｔｅｒｆａｃｅ１（単位ｍｓ）をＢＴＳ／ＲＮＣインターフェースプロトコル
における対応するＲＬＰのパケットのタイムスタンプとする。ＴＳＲＴＰ２（サンプル数
からｍｓに換算）を次に続くＲＴＰのパケットのタイムスタンプとし、ＴＳＩｎｔｅｒｆ

ａｃｅ２（単位ｍｓ）をＢＴＳ／ＲＮＣインターフェースプロトコルにおける対応するＲ
ＬＰのパケットのタイムスタンプとする。またＴＳＲＴＰ＿ｉｎｔｅｒｖａｌをＲＴＰの
パケット間のタイムスタンプの間隔（すなわち２０ｍｓ）とする。インターフェースプロ
トコルにおけるタイムスタンプと、ＲＴＰのタイムスタンプとの間のマッピングは、次の
ように決定することができる。すなわち、
【００２５】
【数１】

ここでｉｎｔ（　）は、１の単位の整数演算である。したがって、ＴＳＲＴＰ２が正しく
復号できない場合、インターフェースプロトコルにおけるタイムスタンプを使用して、次
のようにＴＳＲＴＰ２＿ｅｓｔｉｍａｔｅｄを推定することができる。すなわち、
【数２】

【００２６】
　無音圧縮中にＲＴＰのタイムスタンプにジャンプがあるとき、やはり上記の方法を使用
してＲＴＰのタイムスタンプを推定することができる。
【００２７】
　図２のアーキテクチャでは、プロトコルのタイムスタンプの代わりに導出されたタイム
スタンプを使用することによって、同じ方法を適用することができる。
【００２８】
　受信したＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのパケットの順序が乱れているとき、ＲＯＨＣコンプレ
ッサがＲＮＣにある場合は、ＲＯＨＣコンプレッサがＲＬＰレイヤに再順序付け状態を知
らせることができ、インターフェースプロトコルにおけるタイムスタンプを直ちに設定す
ることができる。ＲＯＨＣコンプレッサがＰＤＳＮにある場合は、ＰＤＳＮが再順序付け
状態をＲＮＣに渡し、ＲＮＣがこれを直ちに利用できるようにする。したがって同じ推定
法を使用してＲＴＰのタイムスタンプを推定することができる。したがって、ヘッダの中
でＲＴＰのタイムスタンプを抑制する（すなわち送信しない）ことが可能である。
【００２９】
　次に本発明の諸実施形態について詳細に説明する。まず、上りリンクにおいてヘッダの
抑制を行うアーキテクチャ及び方法の一実施形態について説明する。次に、下りリンクに
おいてヘッダの抑制を行うアーキテクチャ及び方法の一実施形態について説明する。単に
説明を簡単にするために、図１の無線通信ネットワークで使用されるものとして、これら
の実施形態について説明する。しかしながら、本発明のアーキテクチャ及び方法は、この
無線システムにも、諸無線システムにも限定されないことを理解されたい。例えば以下の
説明は、導出されたタイムスタンプがプロトコルのタイムスタンプの代わりに使用される
図２のアーキテクチャに適用することもできる。
【００３０】
　上りリンク
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　図３は、本発明の一実施形態により、上りリンクすなわちアップリンク上で機能するＡ
Ｔ１０、ＢＴＳ１２、及びＲＮＣ１４の機能ブロック図を示している。明瞭にするために
、当技術分野でよく知られているＡＴ１０、ＢＴＳ１２、及びＲＮＣ１４の具体的な詳細
は示していないことが理解されるであろう。
【００３１】
　ＡＴ１０とＢＴＳ１２、ＡＴ１０とＲＮＣ１４、又はＡＴ１０とＰＤＳＮ１６との間に
、ロバストヘッダ圧縮（ＲｏＨＣ）のチャネルを確立することができる。上りリンクにつ
いては、コンプレッサ１０４及びデコンプレッサ１４４は、（図３に示すように）それぞ
れＡＴ１０及びＲＮＣ１４にある場合がある。この実施形態を、この実装を使用して説明
する。しかしながら、この説明はＢＴＳ１２（ただしＢＴＳ１２がリンク層の情報を引き
出す若しくは生成する）又はＰＤＳＮ１６（ただしＲＮＣ１４がリンク層の情報をＰＤＳ
Ｎ１６に渡す）にあるデコンプレッサにも同様に適用可能である。
【００３２】
　図のようにＡＴ１０は、特定のアプリケーションに対してＩＰパケットを生成するアプ
リケーション層のＩＰジェネレータ１０２を含んでいる。例えばＶｏＩＰ呼は、ＲＴＰ／
ＵＤＰ／ＩＰのパケットにカプセル化された音声フレームからなる。接続を確立すると、
アプリケーション層のジェネレータ１０２が、アプリケーション層のパケットを生成し、
これがプロトコルスタックを介してＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのパケットになる。ヘッダコン
プレッサ１０４は、圧縮／復元のコンテキストを確立するために、最初に１つ又は複数の
ＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのパケットを圧縮しない状態で送信する。すなわち、圧縮／復元の
コンテキストは、ヘッダの静的フィールドである。これは、よく知られているいかなる方
法でも行われる。コンテキストを確立した後にヘッダコンプレッサ１０４は、このＲＴＰ
／ＵＤＰ／ＩＰのパケットを、例えばＲｏＨＣアルゴリズムを使用してＲｏＨＣパケット
に圧縮する。しかしながら、この実施形態ではコンプレッサ１０４はまた、ＲＴＰのＳＮ
及び／又はＲＴＰのタイムスタンプを除去すなわち抑制もする。
【００３３】
　その後リンク層のパケットジェネレータ１０６が、ＲｏＨＣパケットをＲＬＰのパケッ
トに配列することによってリンク層のパケットを生成する。リンク層のジェネレータ１０
６は、上位層のパケット上で連結又は断片化を行うことができる。この例では、ＲＬＰの
パケットは、１つ又は複数のＲＯＨＣパケットからなる可能性がある。またＲＬＰのパケ
ットは、１つのＲＯＨＣパケットの一部のみを含む可能性もある。ＲＬＰのパケットのサ
イズは、ＡＴがその時点で使用できる利用可能な伝送速度に基づいて決定される。上述の
ようにＲＬＰのレイヤは、パケットの配信に対してＲＬＰのヘッダに独自のＳＮを与え、
欠落したデータパケットを認識するメカニズムを提供する。
【００３４】
　ＢＴＳ１２はＲＬＰのパケットを受信し、インターフェースプロトコル１０８がＲＬＰ
のパケットにヘッダを付加する。より具体的には、ＢＴＳ／ＲＮＣインターフェースプロ
トコル１０８がＲＬＰのパケットをカプセル化し、このインターフェースプロトコルのパ
ケットのヘッダには、ＡＴ１０におけるＲＬＰのパケットの伝送タイミング情報を表すパ
ケットＩＤ（又はタイムスタンプ）が含まれている。ＢＴＳ１２は、ＲＬＰのパケットを
、ＲＮＣ１４又はＰＤＳＮ１６（図示せず）に渡して復元する。システムの設計により、
ＲＬＰ及びインターフェースプロトコルに加えて他のプロトコルを追加することも可能で
ある。
【００３５】
　ＲＮＣ１４は、ＲＬＰ処理モジュール１４２及びデコンプレッサ１４４を含んでいる。
ＲＬＰ処理モジュール１４２は、ＲＬＰのパケットを受信し、そこからＲＴＰ／ＵＤＰ／
ＩＰのパケットを取得し、ＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのパケットと共にＲＬＰのＳＮ及び伝送
タイミング情報（以後同義で「リンク層の情報」と呼ぶ）をデコンプレッサ１４４に渡す
。
【００３６】
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　デコンプレッサ１４４は、コンテキスト及びリンク層の情報からＲＴＰのＳＮ及び／又
はＲＴＰのタイムスタンプを決定し、次にＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのパケットを、例えばＲ
ＯＨＣアルゴリズムにより、よく知られている方法で復元する。
【００３７】
　圧縮／復元のコンテキストが確立されるとき、すなわち圧縮されていないＲＴＰ／ＵＤ
Ｐ／ＩＰのパケットが送信されるとき、デコンプレッサ１４４は、特にＲＴＰのシーケン
ス番号及びＲＴＰのタイムスタンプを取得する。デコンプレッサ１４４は、ＲＬＰのシー
ケンス番号をＲＴＰのシーケンス番号にマップし、またＢＴＳ／ＲＮＣインターフェース
プロトコルのタイミング情報をＲＴＰのタイムスタンプにマップする。例えば３つの連続
するパケットについては、ＲＬＰのシーケンス番号は２０、２１、及び２２とすることが
でき、関連付けられる３つのＲＴＰのシーケンス番号は８、９、及び１０とすることがで
きる。したがって、以下の表１に示すように、ＲＬＰのシーケンス番号２０はＲＴＰのシ
ーケンス番号８にマップされ（例えば関連付けて格納される）、ＲＬＰのシーケンス番号
２１はＲＴＰのシーケンス番号９にマップされるなどとなる。
【００３８】
【表１】

【００３９】
　或いは、ＲＬＰ及びＲＴＰのシーケンス番号が一定量ずつ増え、関連したＲＬＰのシー
ケンス番号とＲＴＰのシーケンス番号との間に同じ一定のオフセットが存在する場合、デ
コンプレッサ１４４は、このオフセット量を代わりに又は加えて格納することができる。
【００４０】
　上位層のＲＯＨＣパケットが複数のＲＬＰのパケットに断片化される場合、ＲＬＰヘッ
ダの中の「最初のデータ」及び「最後のデータ」のフィールドを使用して、ＲＯＨＣパケ
ットのフレームの境界（最初の部分及び最後の部分）を決定することができる。例えば、
６つの連続するパケットについては、ＲＬＰのシーケンス番号は２０、２１、２２、２３
、２４、及び２５とすることができる。ＲＬＰのパケット２０の中の「最初のデータ」の
フィールドは１であるが、「最後のデータ」のフィールドは０である。これは、ＲＬＰの
パケット２０がＲＯＨＣのパケットの最初の部分であることを示す。ＲＬＰのパケット２
１の中の「最初のデータ」及び「最後のデータ」は、共に０である。ＲＬＰのパケット２
２の中の「最初のデータ」はゼロであり、ＲＬＰのパケット２２の中の「最後のデータ」
は１である。したがって、ＲＬＰのパケット２０、２１、及び２２が完全なＲＯＨＣパケ
ットを形成し、対応するＲＴＰのＳＮは８である。ＲＬＰのパケット２３の中の「最初の
データ」のフィールドは再び１となり、別の上位レイヤのパケットの開始を示している。
したがって、以下の表２に示すように、ＲＬＰのシーケンス番号２０はＲＴＰのシーケン
ス番号８にマップされ（例えば関連付けて格納される）、ＲＬＰのシーケンス番号２３は
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ＲＴＰのシーケンス番号９にマップされるなどとなる。
【００４１】
【表２】

この例では、ＲＬＰのＳＮからＲＴＰのＳＮへのマッピングは一意であるが、３対１のマ
ッピングである。
【００４２】
　インターフェースプロトコルのタイミング情報及びＲＴＰのタイムスタンプは、ＲＬＰ
からＲＴＰへのシーケンス番号のマッピングと同様の方法でマップされる。
【００４３】
　最終的には、ＲＴＰのＳＮ及び／又はＲＴＰのタイムスタンプのない圧縮されたＲＴＰ
／ＵＤＰ／ＩＰのパケットが受信される。受信されたパケットは、ＲＬＰ処理モジュール
１４２によってデコンプレッサ１４４に渡されることになる。このようになるとデコンプ
レッサ１４４は、リンク層の情報及びコンテキストを使用する再構築メカニズム呼び出し
、ＲＴＰのＳＮ及び／又はＲＴＰのタイムスタンプを再構築しようと試みる。
【００４４】
　再構築メカニズムは、パケットのＲＴＰのシーケンス番号及びＲＴＰのタイムスタンプ
を決定することを含んでいる。このＲＴＰのシーケンス番号を決定するために、デコンプ
レッサ１４４はこのパケットのＲＬＰのシーケンス番号、及びＲＬＰからＲＴＰへのシー
ケンス番号のマップを使用する。上記表１のＲＬＰからＲＴＰへのシーケンス番号のマッ
プを使用して、ＲＴＰのシーケンス番号を決定する動作の一例を説明する。次に受信され
たパケットのＲＬＰのシーケンス番号が２３である場合、デコンプレッサ１４４はＲＴＰ
のＳＮは１１であると認識する。これは表１に示すシーケンスに従っている。したがって
デコンプレッサ１４４は、同様にして、ＲＬＰのシーケンス番号を２５とする受信された
パケットのＲＴＰのシーケンス番号を１３と決定する。
【００４５】
　或いは又はさらにデコンプレッサ１４４は、ＲＬＰからＲＴＰへのマッピングのオフセ
ットを決定した場合がある。表１の例では、このオフセットは－１２となる。したがって
このマッピングのオフセットを使用すると、２５というＲＬＰのシーケンス番号は、ＲＴ
Ｐシーケンス番号１３（＝２５＋（－１２））にマップされる。
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【００４６】
　ＲＴＰのＳＮが決定されると、ＲＬＰのＳＮ及び決定された関連するＲＴＰのＳＮは、
その後の決定で使用するためにマッピングテーブルに追加される。
【００４７】
　同様にしてデコンプレッサ１４４は、ＢＴＳ／ＲＮＣタイミング情報からＲＴＰのタイ
ムスタンプを決定することもできる。例えば表３は、（４スロット単位すなわち６．６７
ｍｓ中の）インターフェースプロトコルにおけるパケットＩＤ（又はタイムスタンプ）の
値、対応する伝送時間（単位ｍｓ）、（サンプル単位の）ＲＴＰのタイムスタンプ値、及
び対応するサンプリング時間を示している。
【００４８】
【表３】

伝送時間は、ＲＴＰのタイムスタンプと相互に関連付けることができる。この例では、伝
送時間は２０ｍｓのオフセットによりＲＴＰのパケットのサンプリング時間にマップされ
、すなわち４０ｍｓは２０ｍｓにマップされる。次に正常に受信されたパケットが、１５
というＩＤを有すると仮定すると、デコンプレッサ１４４は、まずパケットＩＤ１５の値
を１００ｍｓ（すなわち１５×６．６７＝１００ｍｓ）の伝送時間にマップし、次に１６
０ｍｓを１４０ｍｓ（すなわち１００－２０＝８０ｍｓ）のＲＴＰのサンプリング時間に
マップし、最後にこのＲＴＰのサンプリング時間をＲＴＰのタイムスタンプ値として６４
０（すなわち８０×８＝６４０）にマップすることができる。
【００４９】
　ＲＬＰのタイムスタンプ及び決定された関連するＲＴＰのタイムスタンプは次に、その
後の決定で使用するためにマッピングテーブルに追加されることが可能である。
【００５０】
　表３に関する例は、パケットがエンコーダで生成されてトランスミッタに渡された後に
、ＡＴにおける各パケットの伝送時間が同じ遅延を経験すると仮定する。しかしながら、
これは保証されず、しばしば非常に小さい遅延及び遅延変動が存在する可能性がある。し
たがって代わりに上記で詳細に説明したように、式（２）の推定方法を使用して、ＢＴＳ
／ＲＮＣインターフェースプロトコルのタイムスタンプからＲＴＰのタイムスタンプを決
定することができる。一例として表４は、表３中のものと同じＲＴＰのタイムスタンプ及
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び対応するサンプリング時間を示している。しかしながらパケットＩＤ及び対応する伝送
時間は、いくつかの遅延変動を有する。パケットＩＤ６は、４０ｍｓ（６×６．６７ｍｓ
＝４０ｍｓ）という伝送時間に対応する。次のＲＴＰのパケットのパケットＩＤは１０で
あり、６６．７ｍｓの伝送時間に対応する。またパケットＩＤ１２は、８０ｍｓという伝
送時間に対応する。連続したパケット間の伝送時間の間隔は、ＲＴＰのＴＳで表されるよ
うに正確に２０ｍｓではない。しかしながら、伝送時間はやはり、式（２）の推定方法を
使用して、ＲＴＰのタイムスタンプと相互に関連付けることができる。
【００５１】
【表４】

この例では、次に正常に受信されたパケットが２３というＩＤを有すると仮定すると、デ
コンプレッサ１４４は、まずパケットＩＤの値２３を１５３．３３ｍｓ（すなわち２３×
６．６７＝１５３．３３ｍｓ）の伝送時間にマップし、次に式（２）を使用してパケット
ＩＤ１２から推定されたＲＴＰのサンプリング時間、すなわち６０＋ｉｎｔ（（１５３．
３３－８０）／２０，１）×２０＝１４０ｍｓを取得することができる。そして次にこの
ＲＴＰのサンプリング時間をＲＴＰのタイムスタンプ値として１１２０（すなわち１４０
×８＝１１２０）にマップする。
【００５２】
　決定されたＲＴＰのタイムスタンプ及び関連するＲＬＰのタイムスタンプは次に、その
後の決定で使用するために表に追加される。
【００５３】
　この決定する動作を行うとデコンプレッサ１４４は、従来の方法でＲＯＨＣパケットを
復元し、復元後、決定されたＲＴＰのシーケンス番号及びＲＴＰのタイムスタンプを、受
信されたパケットのＲＴＰのシーケンス番号及びタイムスタンプとして使用する。
【００５４】
　圧縮されたＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのパケットからＲＴＰのＳＮ及び／又はＲＴＰのタイ
ムスタンプを除去することができることによって、無線インターフェース上で帯域幅のさ
らなる節約が実現される。
【００５５】
　下りリンク
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　上記の詳細な説明は上りリンクにおける圧縮及び復元に関するものであったが、上述の
本発明の方法は下りリンクにも適用可能である。図４は、本発明の一実施形態により、下
りリンクすなわちダウンリンク上で機能するＡＴ１０、ＢＴＳ１２、及びＲＮＣ１４の機
能ブロック図を示している。当技術分野でよく知られているＡＴ１０、ＢＴＳ１２、及び
ＲＮＣ１４の特定の詳細（例えばＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのプロトコルスタックなど）につ
いては、明瞭にするために示していないことを理解されたい。
【００５６】
　ＡＴ１０とＢＴＳ１２、ＡＴ１０とＲＮＣ１４、又はＡＴ１０とＰＤＳＮ１６との間に
、ロバストヘッダ圧縮（ＲｏＨＣ）のチャネルを確立することができる。下りリンクにつ
いては、コンプレッサ２０４及びデコンプレッサ２４４は、（図４に示すように）それぞ
れＲＮＣ１４及びＡＴ１０にある場合がある。この実装を使用して、この実施形態につい
て説明する。しかしながら、この説明は、ＢＴＳ１２又はＰＤＳＮ１６にあるコンプレッ
サにも同様に適用可能である。
【００５７】
　図のようにＲＮＣ１４は、特定のアプリケーションに対してＩＰパケットを生成するア
プリケーション層のＩＰジェネレータ２０２を含んでいる。例えばＶｏＩＰ呼は、ＲＴＰ
／ＵＤＰ／ＩＰのパケットにカプセル化された音声フレームからなる。接続が確立すると
アプリケーション層のジェネレータ２０２は、アプリケーション層のパケットを生成し、
これがプロトコルスタックを介してＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのパケットになる。ヘッダコン
プレッサ２０４は、圧縮／復元のコンテキストを確立するために、最初に１つ又は複数の
ＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのパケットを圧縮しない状態で送信する。すなわち、圧縮／復元の
コンテキストは、ヘッダの静的フィールドである。これは、よく知られているいかなる方
法でも行われる。コンテキストを確立した後にヘッダコンプレッサ２０４は、このＲＴＰ
／ＵＤＰ／ＩＰのパケットを、例えばＲｏＨＣアルゴリズムを使用してＲｏＨＣパケット
に圧縮する。しかしながら、この実施形態ではコンプレッサ２０４はまた、ＲＴＰのＳＮ
及び／又はＲＴＰのタイムスタンプを除去すなわち抑制もする。
【００５８】
　続いてリンク層のパケットジェネレータ２０６が、各ＲｏＨＣパケットをＲＬＰのパケ
ットに配列することによってリンク層のパケットを生成する。上述のようにＲＬＰのレイ
ヤは、パケットの配信に対してＲＬＰのヘッダに独自のＳＮを与え、欠落したデータパケ
ットを認識するメカニズムを提供する。さらに、下りリンクに関連して触れたように、Ｒ
ｏＨＣパケットを２つ以上のＲＬＰのパケットに断片化することができる。
【００５９】
　ＲＮＣにおけるＢＴＳ／ＲＮＣインターフェースプロトコル２０８は、ＲＬＰのパケッ
トをＢＴＳに送信する前にＲＬＰのパケットにインターフェースプロトコルのヘッダを付
加する。より具体的には、ＢＴＳ／ＲＮＣインターフェースプロトコルはＲＬＰのパケッ
トをカプセル化し、インターフェースプロトコルのパケットのヘッダには、ＲＬＰのパケ
ットの伝送タイミング情報を表すシーケンス番号が含まれる。ＢＴＳ１２は、ＢＴＳ／Ｒ
ＮＣインターフェースプロトコルのヘッダを除去し、ＲＬＰのパケットをＡＴ１０に渡し
て復元する。システムの設計により、ＲＬＰ及びインターフェースプロトコルに加えて他
のプロトコルを追加することも可能である。
【００６０】
　ＡＴ１０は、ＲＬＰ処理モジュール２４２及びデコンプレッサ２４４を含んでいる。Ｒ
ＬＰ処理モジュール２４２は、ＲＬＰのパケットを受信し、そこからＲＴＰ／ＵＤＰ／Ｉ
Ｐのパケットを取得し、ＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのパケットと共にＲＬＰのＳＮ及びおそら
く伝送タイミング情報（以後同義で「リンク層の情報」と呼ぶ）をデコンプレッサ２４４
に渡す。ＢＴＳ／ＲＮＣインターフェースプロトコルのヘッダは、ＲＬＰのパケットと共
にＢＴＳからＡＴへ送信されない。したがって、ＢＴＳ／ＲＮＣインターフェースプロト
コルのタイミング情報は、ローカルの修復メカニズムにおいてＡＴが利用できない。
【００６１】



(15) JP 4856251 B2 2012.1.18

10

20

30

40

　一実施形態では、このタイミング情報は、ＢＴＳ／ＲＮＣインターフェースプロトコル
のヘッダの中ではないが、ＡＴに送信されることが可能である。例えば、このタイミング
情報は、付加的なシグナリングを介してＢＴＳによりＡＴに送信されることが可能であり
、ＲＬＰのヘッダの中に付加的なフィールドを備えるか、又は付加的なメッセージを別個
にＡＴに送信する。
【００６２】
　デコンプレッサ２４４は、コンテキスト及びリンク層の情報からＲＴＰのＳＮ及び／又
はＲＴＰのタイムスタンプを決定し、その後このＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのパケットを、例
えばＲＯＨＣアルゴリズムにより、よく知られている方法で復元する。
【００６３】
　圧縮／復元のコンテキストが確立されるとき、すなわち圧縮されていないＲＴＰ／ＵＤ
Ｐ／ＩＰのパケットが送信されるとき、デコンプレッサ２４４は特にＲＴＰのシーケンス
番号及びＲＴＰのタイムスタンプを取得する。デコンプレッサ２４４は、ＲＬＰのシーケ
ンス番号をＲＴＰのシーケンス番号にマップし、またタイミング情報をＲＴＰのタイムス
タンプにマップする。
【００６４】
　最終的には、ＲＴＰのＳＮ及び／又はＲＴＰのタイムスタンプのない圧縮されたＲＴＰ
／ＵＤＰ／ＩＰのパケットが受信される。受信されたパケットは、ＲＬＰ処理モジュール
１４２によってデコンプレッサ１４４に渡されることになる。このようになるとデコンプ
レッサ１４４は、リンク層の情報及びコンテキストを使用する再構築メカニズムを呼び出
し、ＲＴＰのＳＮ及び／又はＲＴＰのタイムスタンプを再構築しようと試みる。
【００６５】
　再構築メカニズムは、パケットのＲＴＰのシーケンス番号及びＲＴＰのタイムスタンプ
を決定することを含んでいる。ＲＴＰのシーケンス番号を決定するのに、デコンプレッサ
１４４はこのパケットのＲＬＰのシーケンス番号、及びＲＬＰからＲＴＰへのシーケンス
番号のマップを使用する。言い換えればＲＴＰのＳＮ及びＲＴＰのタイムスタンプを同じ
方法で、すなわち上りリンクに関して上述した同じ実施形態により、再構築することがで
きる。
【００６６】
　別の実施形態では、ＲＴＰのタイムスタンプ（ＴＳ）は、決定されたＲＴＰのシーケン
ス番号（ＳＮ）を用いて推測される。ＲＴＰのタイムスタンプは、ＲＴＰのパケットのペ
イロードを生成するために使用されるサンプルの数を識別するために定義される。ＲＴＰ
のパケットが一定のサンプリング間隔に対応するペイロードを運び、サンプルレートが一
定であるとき、ＴＳとＳＮとの間には一意マッピングがある。例えば、従来の音声につい
ては、８ｋＨｚの一定のサンプリングレートが使用されることが多い。音声のペイロード
は、２０ｍｓごとに生成される。これは、連続パケットについてはＲＴＰのＴＳの領域が
１６０増加することに等しい。言い換えれば、会話区間（ｔａｌｋ　ｓｐｕｒｔ）（無音
抑制（ｓｉｌｅｎｃｅ　ｓｕｐｐｒｅｓｓｉｏｎ）が適用されない）の間に、ＲＴＮのＳ
Ｎ番号は１だけ増加し、ＴＳは１６０だけ増加する。この場合、ＲＴＰのＳＮを回復する
方法から、間接的にＴＳを回復することができる。
【００６７】
　理解されるであろうが、提供するシステム及び方法による再構築メカニズムは、帯域幅
の節約を高めることができる。
【００６８】
　本発明を上記のように説明しているが、同様のものを様々に変更することが可能である
ことは明らかであろう。このような変形形態は本発明からの逸脱とみなされてはならず、
このような変更形態はすべて本発明の範囲内に含まれるものとする。
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